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ホ
ワ
イ
ト
物
流
の
切
り
札
と
し
て

注
目
さ
れ
る
パ
レ
ッ
ト
を
巡
り
、
不

正
流
用
問
題
が
浮
上
し
て
い
る
。
製

紙
会
社
か
ら
パ
レ
ッ
ト
の
回
収
を
委

託
さ
れ
て
い
る
製
紙
パ
レ
ッ
ト
機
構

（
本
社
・
東
京
都
中
央
区
、
岩
田
憲

明
社
長
）
で
は
、
近
年
、
回
収
率
が

約
６
割
程
度
で
推
移
。
働
き
方
改
革

に
寄
与
す
る
物
流
資
材
と
し
て
パ
レ

ッ
ト
が
重
宝
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

不
正
流
用
や
転
売
が
後
を
絶
た
ず
、

と
く
に
汎
用
性
の
高
い
規
格
判
パ
レ

ッ
ト
の
回
収
が
滞
っ
て
い
る
。
岩
田

社
長
は
「
製
紙
パ
レ
ッ
ト
の
所
有
権

は
製
紙
会
社
に
あ
り
、
無
断
で
転

用
・
転
売
す
る
こ
と
は
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
違
反
」
と
強
調
し
、
流
通
関

係
者
に
回
収
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

不
正
流
用
で
回
収
シ
ス
テ
ム

崩
壊
の
危
機
感

「
パ
レ
ッ
ト
１
枚
10
㎝
で
計
算
す

る
と
、
４
５
３
万
枚
は
富
士
山
１
２

０
個
分
に
相
当
す
る
」
と
岩
田
氏
は

そ
の
地
球
環
境
保
全
効
果
の
大
き
さ

を
強
調
す
る
。
一
方
、
回
収
率
に
つ

い
て
は
全
国
平
均
で
約
６
割
程
度

で
、
約
４
割
は
回
収
で
き
て
お
ら

ず
、
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
不
正
流

用
が
あ
る
と
い
う
。
「
ド
ラ
イ
バ
ー

や
倉
庫
作
業
員
の
働
き
方
改
革
に
つ

な
が
る
物
流
機
器
と
し
て
パ
レ
ッ
ト

化
の
動
き
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
目
の
前
に
あ
る
製
紙
パ
レ
ッ
ト
を

自
分
た
ち
の
製
品
の
出
荷
や
横
持
ち

に
転
用
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。
製
紙
会
社
が
約
50
年
に
わ
た
っ

て
構
築
し
た
パ
レ
ッ
ト
の
回
収
シ
ス

テ
ム
自
体
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
」
。

製
紙
パ
レ
ッ
ト
に
は
所
有
者
名
と

「
要
返
却
」
と
記
載
し
、
所
有
権
を

明
確
に
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
次
々
と
転
用
さ
れ
、
最
終
的
に

は
思
い
が
け
な
い
と
こ
ろ
か
ら
回
収

依
頼
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
本

来
、
一
次
納
品
先
か
ら
製
紙
パ
レ
ッ

ト
を
回
収
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も

３
、
４
回
は
再
利
用
で
き
る
が
、
使

い
回
さ
れ
て
再
利
用
で
き
な
く
な
っ

た
状
態
で
回
収
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
。
「
製
紙
パ
レ
ッ
ト
を
転
用
す
る

こ
と
は
、
出
前
で
届
い
た
お
皿
に
自

分
の
料
理
を
盛
り
つ
け
て
お
客
様
に

出
す
の
と
同
じ
く
ら
い
恥
ず
べ
き
こ

と
」
と
岩
田
氏
は
指
摘
す
る
。
製
紙

パ
レ
ッ
ト
に
紙
製
品
以
外
の
荷
物
が

載
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
不
正
流
用

の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

転
用
、
転
売
は
業
務
上
横
領
罪

の
可
能
性
も

各
製
紙
会
社
で
は
、
納
入
先
に
チ

無断転用・転売は
法令違反に  

パレット需要増で
不正流用も

製紙パレット回収の流れ

指定回収協力会社がパレットを回収
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ラ
シ
を
配
布
し
た
り
、
出
荷
伝
票
に

ち
ら
し
を
添
付
す
る
な
ど
し
て
、

「
パ
レ
ッ
ト
の
所
有
者
は
パ
レ
ッ
ト

の
側
面
に
記
載
さ
れ
た
製
紙
メ
ー
カ

ー
」
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
紙
の
納
品

先
が
製
紙
パ
レ
ッ
ト
を
自
社
で
利
用

し
た
り
、
違
法
回
収
業
者
に
横
流
し

す
る
行
為
は
業
務
上
横
領
罪
（
刑
法

２
５
３
条
）
に
該
当
す
る
可
能
性
が

あ
り
、違
法
回
収
業
者
が
パ
レ
ッ
ト
を

転
売
す
る
と
そ
の
転
売
先
と
と
も
に

盗
品
譲
受
の
罪（
刑
法
２
５
６
条
）
に

問
わ
れ
る
こ
と
も
。納
品
先
、
違
法
回

収
業
者
、
パ
レ
ッ
ト
の
転
売
先
は
製

紙
メ
ー
カ
ー
か
ら
不
法
行
為
（
民
法

７
０
９
条
）に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求

を
受
け
る
可
能
性
も
あ
る
。

全
出
荷
の
６
割
の
４
５
３
万
枚
し

か
回
収
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
木
製
パ
レ
ッ
ト
１
枚
を
１
５
０

０
円
と
試
算
す
れ
ば
、
業
界
と
し
て

年
間
で
約
45
億
円
の
損
失
と
試
算
で

き
る
。
製
紙
パ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

産
業
廃
棄
物
と
し
て
費
用
を
払
っ
て

処
分
し
て
い
た
と
い
う
納
品
先
も
あ

り
、
倉
庫
に
製
紙
パ
レ
ッ
ト
が
あ
っ

て
も
直
接
取
引
が
な
い
た
め
放
置
さ

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
。

「
ま
ず
は
、
製
紙
パ
レ
ッ
ト
は
製
紙

会
社
が
無
償
で
回
収
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

指
定
回
収
協
力
会
社
に
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
た
指

定
回
収
業
者
が
速
や
か
に
回
収
に
伺

う
」
と
し
て
、
側
面
に
製
紙
会
社
の

名
称
の
書
か
れ
た
パ
レ
ッ
ト
へ
の
注

意
を
促
し
て
い
る
。

な
お
、
製
紙
パ
レ
ッ
ト
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、
https://w
w
w
.spal-

let.co.jp/

■

指定回収車両のステッカー

製紙工場で生産された紙・板紙（平判）製品は、主に木製パレット（写真）で
需要家に納品されている。製品を積載して出荷された製紙パレットは、需要家に
納品された後、破損・汚損がなく製紙会社に回収されれば、当該パレットの再利
用が可能。製紙会社は1973年7月、「木材資源の愛護」と「流通合理化促進のた
めのパレットプールシステムの推進」を目的とし、共同で「製紙パレット共同回
収機構」を設立。当時の通商産業省（現経済産業省）所管の産業構造審議会流通
システム化推進会議の答申を受け、日本製紙連合会の中に設置された。

76年４月に株式会社として「製紙パレット機構」を発足。製紙パレット共同回
収事業に参加する製紙会社の物流コスト削減と木材資源
の再利用に寄与するため、製紙パレットの全国的な回収
網の整備・拡大を進め、2017年には沖縄を含む全国か
らの回収が可能になった。全国に指定回収協力会社の
11のデポを設け、製紙会社だけでなく印刷会社なども
共同回収事業に参加。回収・返送費用は製紙会社が負担
し、需要家からは無償で回収を行っている。ピーク時の
08年度には525万枚を回収したが、紙の出荷量が減少
し、18年度の回収実績は453万枚となっている。

製紙パレット機構とは

日
本
通
関
業
連
合
会
（
通
関
連
）

は
５
月
31
日
、
総
会
を
開
き
、
事
業

計
画
な
ど
を
承
認
し
た
。
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
５
期
10
年

会
長
を
務
め
た
鈴
木
宏
氏
（
二
葉
）

が
退
任
し
、
副
会
長
（
会
長
代
行
）

の
岡
藤
正
策
氏
（
阪
急
阪
神
エ
ク
ス

プ
レ
ス
）
が
新
会
長
に
就
任
。
鈴
木

氏
は
相
談
役
に
就
い
た
。
２
０
１
９

年
度
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協

定
）
原
産
地
規
則
の
専
門
家
育
成
、

女
性
通
関
士
の
支
援
、
各
種
研
修
事

業
の
ほ
か
、
新
規
事
業
と
し
て
通
関

業
界
の
働
き
方
改
革
を
支
援
す
る
た

鈴
木
会
長
が
退
任
、
後
任
に
岡
藤
氏

新
規
事
業
で
働
き
方
改
革
を
支
援

通関連




